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議会制度調査特別委員会の取り組み
―　議会制度に関する議員定数、議員報酬、政務調査費を検討　―

次期改選から議員定数を現行から２名削減し20名に
議員報酬は現行のとおり 政務調査費を現行から

5,000円削減し月額15,000円に

　平成２１年９月定例会において、議会制度
調査特別委員会（議長を除く２１名、委員長：
川原　清）が設置され、議員より定数、報酬、
政務調査費に関して意向調査を実施し、議会
運営委員会で平成２１年１１月に実施した住
民意向調査を参考にするなど、１１回の特別
委員会が開かれました。その調査の結果を３
月定例会に報告しました。なお、調査にあたっ

ては平成２１年５月に任意の定員１０名で構
成する議会制度調査検討部会を設置（５回開
催）し、人口規模等類似団体との財政比較、議
員定数、議員報酬、政務調査費等について、議
員定数班と議員報酬・政務調査費班に分担し
て、詳細に調査分析したものを十分に参考と
しながら調査しました。

　議員定数は、昭和２２年地方自治法が公布
され、第１回統一地方選挙が施行されて以来
今日まで定数２２名である。昭和２２年当時
の村の人口は７，９０６人で、その後都市化が
進み現在は５３，０００人を超え、人口日本一
の村となっている。
　社会情勢が大きく変わる中にあって、複雑
化、高度化する住民の様々なニーズに対応し

的確に村政に反映させるためには現状維持の
２２名が必要、削減については最大で４名減
という意見など様々あり、特別委員会の調査
並びに議論の過程では結論を一本化するには
至らず、投票にて採決を行い、最終的に特別委
員会委員の過半数を占めた２名減の定数２０
名との結論とした。

　議論においては、議員報酬の算定根拠、基準
がなくこれを整備する必要があるのではない
か、定数を２名削減する分の予算の範囲内で
若い世代が積極的に政治に参画する意欲を生
むためには報酬を増やすべきとの意見もあっ
た。一方、多様化する議員活動であっても現在
の社会情勢や雇用情勢の悪化などを考慮した

場合、報酬を積極的に増加させる客観的な理
由を見出すことができないとの意見もあった。
　結果、将来的に議員報酬の算定根拠、基準
については整理し示すことが必要と考えるが、
今回の結論としては、現行の議員報酬を改正
しないことを結論とした。

　政務調査費の交付額について主に議論し、
現状維持または現下の社会情勢、村の財政状
況により議会としても経費を削減する必要が
あるなどの理由により減額か、または廃止す
るなどの意見もあった。

　さまざまな意見もあり、議論の中で結論を
見出すことは困難であったため無記名投票に
て採決した結果、平成１５年度からの平均執
行額の実績とほぼ一致する月額1５，０００円
とするとの結論とした。

○調査経過

〇調査結果
・議員定数について　[２名削減]

・議員報酬について　[現行のとおり]

・政務調査費について　[５，０００円削減]
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。

　

21
年
１
月
27
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に
裁

決
及
び
明
け
渡
し
裁
決
申
立

て
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岩
手
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収
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員
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取
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６
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す
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巣
子
駅
線
が
完
成
す

れ
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巣
子
駅
地
区
ま
ち
づ
く

り
事
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は
一
応
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事
業
完
了

と
な
り
ま
す
。

　

本
事
業
は
、「
鉄
道
を
新
設

し
、
バ
ス
や
自
家
用
車
と
の

効
率
的
な
乗
り
継
ぎ
が
可
能

な
交
通
拠
点
の
形
成
」
を
め

ざ
し
て
、
ス
タ
ー
ト
し
ま
し

た
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21
年
度
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事
業
評
価
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実
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、
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子
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っ
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等
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。
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か
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巣
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す
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検
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ン
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の
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果
に
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当
面
単
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が
、
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点
か

ら
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す
。
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着
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中
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画
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な
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限
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独
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え
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す
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今
後
は

　

滝
沢
地
域
デ
ザ
イ
ン

推
進
事
業
は
10
年
、
各
ま
ち

づ
く
り
推
進
委
員
会
活
動
も

７
年
を
経
過
し
、
転
換
期
に

あ
る
と
思
う
が
、
評
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と
今

後
の
方
向
を
伺
い
ま
す
。

　

各
地
域
に
お
い
て
、
そ

れ
ぞ
れ
特
色
あ
る
事
業
活
動

を
展
開
し
、
そ
れ
に
よ
り
、
活

動
を
共
に
す
る
地
域
の
仲
間

が
増
え
た
り
、
地
域
活
動
が

活
発
に
な
る
な
ど
、
成
果
は

現
れ
て
き
て
い
ま
す
。
今
後

に
つ
い
て
は
、「
事
業
の
ノ
ウ

ハ
ウ
」・「
事
業
資
金
」・「
人
材

不
足
」
な
ど
課
題
も
明
ら
か

に
な
っ
て
き
た
の
で
、
個
々
単

独
で
な
く
連
携
す
る
組
織
と

し
て
、
具
体
的
に
検
討
し
て

い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
て

い
ま
す
。
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の
方
向
は

　

い
き
い
き
サ
ロ
ン
事

業
は
高
齢
者
の
自
立
を
支
援

す
る
点
で
有
効
だ
と
考
え
る

が
、
現
状
と
今
後
の
方
向
を

伺
い
ま
す
。

　

運
営
を
自
治
会
に
委

託
す
る
形
で
実
施
し
て
い
て
、

13
年
に
２
か
所
に
開
設
さ
れ

て
以
来
、
現
在
７
か
所
で
開

設
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
、
サ
ロ
ン
と
同
じ

目
的
で
実
施
し
て
い
る「
い

き
い
き
ク
ラ
ブ
」
の
あ
り
方

と
あ
わ
せ
て
、
よ
り
良
い
形

で
展
開
さ
れ
る
よ
う
検
討
し

て
い
き
ま
す
。

認
知
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等
の
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期
発
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対
応
策
は

　

高
齢
化
が
進
む
こ
と

に
よ
り
、
認
知
症
等
の
患
者

が
増
え
て
き
て
い
る
状
況
で

す
が
、
早
期
に
発
見
す
る
対

応
策
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　
「
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
」
に
お
い
て
、
本
人
や

家
族
、
医
療
機
関
、
民
生
委

員
な
ど
か
ら
寄
せ
ら
れ
る
認

知
症
等
課
題
の
あ
る
高
齢
者

の
相
談
に
で
き
る
だ
け
早
期

に
対
応
す
る
よ
う
努
め
て
お

り
、
必
要
に
応
じ
て
医
療
や

介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
、
福
祉

関
係
に
つ
な
ぐ
、ワ
ン
ス
ト
ッ

プ
サ
ー
ビ
ス
の
拠
点
と
し
て
、

包
括
的
・
継
続
的
支
援
に
努

め
て
い
き
ま
す
。
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交
通
政
策
課
の
中
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は

・
若
者
活
動
支
援
に
つ
い
て

そ
の
他
の
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問
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開
通
の
見
通
し
は

22
年
度
の
完
成
を
め
ざ
し

　
　
　
　
　

準
備
を
進
め
ま
す

黒沢　明夫議員

しののめ会

▲早期の開通が望まれる巣子駅線


